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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は異質六倍体である普通系コムギの特定染色体を計画的に削除する方法を考案し, それによって
作出したいろいろの低異数体を細胞遺伝学的に研究検討した結果をとりまとめたものである｡
(1) まず低異数体の一般的な作出方法を示し, これには特定の Nulisomicsを交配母本または花粉親
に用い, 次代で相同染色体の片方のみを削除して Doublemonosomics, Triplemonosomicsなどのい
わゆる Multiplemonosomicsを作出する過程と, これら Multiplemonosomicsの自殖次代に相同染
色体の幾組かを削除して Doublenulisomics, Triplenulisomicsなどいわゆる Multiplenulisomics
を作出する過程とがあるとし, それらを染色体構成にしたがった略号を用いて説明している..
(2)つぎに本研究によって作出した Doublemonosomics8系統, Triplemonosomics5系統, Qua-
druplemonosomics4 系統, Quintuplemonosomicsl系統, Nulトmonosomics16系統, Double
nulisomics5系統などの新しい低異数体系統の形態および稔性, 花粉母細胞おける成熟分裂, 自殖次代
における染色体数の変異, Nullisomicsとの交配, 系統維持などについて詳細に研究し, つぎのことがら
を明らかにしている｡







(ij) 雌性不稔のNulisomics系統 n2Bから4A染色体を1本または2本削除した系統 n2Bm4A ま





(iv) 5A 染色体が欠除するときにみられる穂のスペル トイ ド形質は, さらに別の染色体を削除しても





抽出し, これにより倍数性植物の系統発生やゲノム分化を論ずることが可能になることを示 し, 低異数体
の利用が遺伝 ･育種学における新 しい研究分野の開拓にきわめて効果的であることを指摘している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
倍数性作物では同義遺伝子が多 く, かつそれらの複雑な相互作用の影響によって, 特定遺伝子と表現形
質との関係を端的にとらえることはきわめて困難である｡ これに対処して近年普通系コムギにおいてほ異




8系統, Triplemonosomics5系統, Quadruplemonosomics4系統, Quintuplemonosomicsl 系
疏, Nul1-monosomics16系統 Doublenulisomics5系統などの新 しい低異数体を作出し, それらの形






以上のように本論文は独創的な方法によって新 しい低異数体を作出し詳細な検討を加えたもの で あ っ
て, 遺伝 ･育種学の研究に新分野を開いたものとして学界に貢献するところがきわめて大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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